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Ⅰ　

調
査
の
概
要

１
．
趣
旨

　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
で
は
、
平
成
二
〇
年
秋
の
世

界
同
時
不
況
後
の
企
業
に
よ
る
労
働
需
要
行

動
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
の
か
、
外
国

人
労
働
者
、
と
り
わ
け
日
系
人
労
働
者
な
ど

の
雇
用
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
る
の

か
、
今
後
、
企
業
は
外
国
人
労
働
者
の
雇
用

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
展
望
を
持
っ
て
い
る

の
か
を
探
る
た
め
に
、
外
国
人
労
働
者
が
多

く
居
住
し
て
い
る
地
域
の
事
業
所
約
二
万
所

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
の

で
、
そ
の
結
果
の
概
要
を
発
表
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
発
表
資
料
は
速
報
値
で
あ
り
、

最
終
的
な
集
計
結
果
と
は
数
値
が
異
な
る
場

合
が
あ
る
。

２
．
調
査
の
概
要

（
１
）
調
査
項
目

　

Ｑ
１
人
材
の
活
用
方
針
（
雇
用
形
態
別
、

仕
事
の
内
容
別
）、
Ｑ
２
正
社
員
、
非
正
社

員
の
募
集
方
法
、
Ｑ
３
採
用
の
要
件
、
Ｑ
４

過
去
二
年
間
の
専
門
的
・
技
術
的
分
野
以
外

の
外
国
人
の
活
用
状
況
、
Ｓ
Ｑ
１
ど
の
よ
う

な
仕
事
で
活
用
し
た
か
、
Ｓ
Ｑ
２
必
要
な
日

本
語
能
力
、
Ｓ
Ｑ
３
過
去
二
年
間
に
採
用
し

た
外
国
人
労
働
者
の
評
価
、
Ｓ
Ｑ
４
過
去
二

年
間
の
専
門
的
・
技
術
的
分
野
以
外
の
外
国

人
を
活
用
し
な
い
理
由
、
Ｑ
５
今
後
の
人
材

の
増
減
見
通
し
、
Ｆ
基
本
属
性
（
業
種
、
本

社
・
本
部
機
能
の
有
無
、
従
業
員
数
、
従
業

員
過
不
足
状
況
、
事
業
所
の
業
況
の
推
移
）

　

調
査
方
法
：
民
間
の
事
業
所
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
か
ら
一
定
の
方
法
に
よ
り
抽
出
し
た
、
外

国
人
が
多
く
居
住
し
て
い
る
地
域
に
あ
る
従

業
員
一
〇
人
以
上
の
民
営
事
業
所
約
二
万
所

を
対
象
に
質
問
紙
に
よ
る
通
信
調
査
。

（
２
）
実
施
時
期

　

平
成
二
二
年
七
月
一
九
日
〜
七
月
三
一
日

（
３
）
回
収
数

　

事
業
所
調
査
票
：
二
三
〇
五
所
に
つ
い
て

集
計
（
回
収
率
一
一
・
五
％
）

Ⅱ　

調
査
結
果
の
概
要

１
． 

外
国
人
労
働
者
の
活
用
の
有
無
と

仕
事
内
容

　

ま
ず
最
初
に
確
認
す
べ
き
は
、
今
回
調
査

し
た
事
業
所
で
は
、
外
国
人
労
働
者
が
雇
用

さ
れ
て
い
た
の
か
否
か
、
そ
し
て
、
雇
用
さ

れ
て
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
仕
事
内
容
は
ど

う
い
っ
た
こ
と
な
の
か
で
あ
る
。

（
１
）
雇
用
の
有
無
と
そ
の
形
態

　

当
該
事
業
所
で
、「
過
去
二
年
間
に
、
専
門

的
・
技
術
的
分
野
以
外
（
生
産
現
場
な
ど
）」

で
活
用
し
た
こ
と
が
あ
る
か
否
か
を
尋
ね
た

結
果
、
第
１
図
に
見
る
よ
う
に
、
何
ら
か
の

雇
用
形
態
で
「
活
用
し
た
」
こ
と
が
あ
る
事

業
所
は
、
約
二
割
で
あ
っ
た
。
大
多
数
の
約

八
割
は
、「
活
用
し
て
い
な
い
（
し
た
こ
と
が

な
い
）」。

　
「
活
用
し
て
い
る
（
し
た
こ
と
が
あ
る
）」

の
内
訳
は
、「
正
社
員
ま
た
は
非
正
社
員
と
し

て
活
用
」（
一
四
・
二
％
）、「
派
遣
社
員
と
し

て
活
用
」（
四
・
二
％
）、「
請
負
社
員
と
し
て

活
用
」（
一
・
二
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
「
世
界
同
時
不
況
後
の
産
業
と
人
材
の

活
用
に
関
す
る
調
査（
事
業
所
調
査
）」の
結
果（
速
報
）

　

雇
用
さ
れ
て
い
る
実
人
員
数
を
見
る
と
、

一
事
業
所
あ
た
り
で
は
平
均
で
二
・
二
人
と

な
っ
て
い
る
。

　

外
国
人
労
働
者
の
趨
勢
に
関
し
て
は
、
厚

生
労
働
省
の
『
外
国
人
雇
用
状
況
（
平
成
二

一
年
一
〇
月
現
在
）
の
届
出
状
況
報
告
』（
二

〇
一
〇
年
一
月
）
に
み
る
よ
う
に
、
平
成
二

〇
年
か
ら
二
一
年
に
か
け
て
、
派
遣
・
請
負

で
働
く
外
国
人
労
働
者
数
が
減
少
に
向
か
っ

て
い
る
こ
と
や
、同
じ
く
厚
生
労
働
省
の「
日

本
人
帰
国
支
援
事
業
」
に
よ
っ
て
、
ブ
ラ
ジ

ル
国
籍
の
日
系
人
が
約
二
万
人
も
帰
国
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
あ
く
ま
で
も

推
測
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、

現
時
点
で
雇
用
が
継
続
し
て
い
る
外
国
人
労

働
者
は
、
数
自
体
は
少
な
い
も
の
の
、
あ
る

一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
職
業
遂
行
能
力
を
保
持

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

第１図　実際に活用した外国人の雇用形態（％、N=2252）

ハローワークの開庁前に列をつくる日系人労働者
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（
２
）
仕
事
内
容

　
「
活
用
し
て
い
る
（
し
た
こ
と
が
あ
る
）」

事
業
所
に
は
続
け
て
、
そ
の
仕
事
内
容
を
尋

ね
た
。

　

そ
の
結
果
は
、
第
２
図
に
み
る
と
お
り
、

も
っ
と
も
多
い
の
は
、「
生
産
工
程
・
労
務
の

仕
事
」
で
、
六
割
弱
で
あ
っ
た
。
次
い
で
、

「
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事
」
が
三
割
を
越
え
る
水

準
で
あ
っ
た
。

　
「
生
産
工
程
・
労
務
」
と
回
答
し
た
事
業

所
（
Ｎ=

二
五
三
）
の
業
種
を
み
る
と
、
そ

の
約
九
割
と
大
多
数
が
、
製
造
業
で
あ
る
。

製
造
業
の
中
で
は
、「
消
費
、
素
材
、
機
械
関

連
以
外
の
製
造
業
」（
三
八
・
三
％
）、「
機
械

関
連
製
造
業
」（
二
八
・
五
％
）、「
素
材
関
連

製
造
業
」（
一
三
・
〇
％
）、「
消
費
関
連
製
造

業
」（
八
・
七
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
様
に
「
サ
ー
ビ
ス
」
と
回
答
し

た
事
業
所
（
Ｎ=

一
三
五
）
に
つ
い
て
み
る

と
、
そ
の
業
種
は
、
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ

ス
業
」（
四
〇
・
〇
％
）、「
卸
売
、
小
売
業
」（
三

九
・
三
％
）
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、「
医
療
、
福
祉
」（
八
・
一
％
）、「
サ
ー
ビ

ス
業
」（
七
・
七
％
）
が
続
い
て
い
る
。

２
．
外
国
人
の
活
用
方
針

　

直
近
二
年
間
で
は
、
外
国
人
を
活
用
し
た

事
業
所
が
約
二
割
と
、
少
数
派
で
あ
る
こ
と

を
み
た
。
そ
の
上
で
、
で
は
元
々
、
外
国
人

の
活
用
方
針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
見

て
お
く
。
そ
の
位
置
づ
け
を
見
る
た
め
に
は
、

日
本
人
の
若
年
者
、
女
性
、
高
齢
者
と
の
対

比
が
有
効
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
雇
用
形
態

　

雇
用
形
態
に
つ
い
て
み
る
と
、
若
年
者
や

女
性
で
は
「
正
社
員
と
し
て
活
用
し
た
い
」

が
六
割
超
と
な
っ
て
お
り
、
非
正
社
員
で
は

高
齢
者
も
四
割
以
上
の
指
摘
率
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
若
年
者
な
ど
に
比
べ
た

場
合
、
外
国
人
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
事
業

所
は
少
な
く
、
外
国
人
に
つ
い
て
正
社
員
、

非
正
社
員
で
の
活
用
を
考
え
て
い
る
事
業
所

は
そ
れ
ぞ
れ
、
約
八
％
、
約
一
五
％
、「
活
用

の
予
定
が
な
い
」
と
い
う
回
答
が
七
割
弱
と

な
っ
て
い
る
（
第
３
図
参
照
）。

（
２
）
仕
事
内
容

　

次
に
、
活
用
す
る
際
の
仕
事
内
容
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　

上
で
雇
用
形
態
に
つ
い
て
み
た
結
果
か
ら

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
外
国
人
に
関
し
て
は
、

「
活
用
の
予
定
が
な
い
」
が
全
体
の
ほ
ぼ
三

分
の
二
、
約
六
六
％
の
指
摘
率
と
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
率
は
相
当
下
が
る
が
、「
生
産

工
程
の
仕
事
で
活
用
す
る
」
が
一
〇
・
一
％
、

「
専
門
的
・
技
術
的
な
仕
事
で
活
用
す
る
」、

「
販
売
の
仕
事
で
活
用
す
る
」
が
共
に
七
・

四
％
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
（
第
４
図

参
照
）。

　

そ
の
一
方
で
、
若
年
者
、
女
性
、
高
齢
者

に
つ
い
て
み
る
と
、ま
ず
、若
年
者
で
は
「
専

第２図　活用した外国人の仕事内容（％、N=2252）

第３図　活用方針・雇用形態（％、N=2252、M.A.）

第４図　活用方針・仕事内容（％、N=2252、M.A.）



特集―外国人労働者の諸課題

Business Labor Trend 2011.2

44

門
的
・
技
術
的
な
仕
事
で
活
用
す
る
」（
四
二
・

〇
％
）
が
も
っ
と
も
多
く
、「
販
売
の
仕
事
で

活
用
す
る
」
も
四
割
を
越
え
て
い
る
。
女
性

で
は
「
事
務
の
仕
事
で
活
用
す
る
」（
五
四
・

三
％
）
が
も
っ
と
も
多
く
過
半
数
と
な
り
、

そ
れ
に
「
販
売
の
仕
事
で
活
用
す
る
」
が
約

三
割
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
に
つ
い
て
み

る
と
、外
国
人
同
様
、「
活
用
の
予
定
が
な
い
」

が
約
三
五
％
で
も
っ
と
も
高
く
な
っ
て
い
る

が
、「
専
門
的
・
技
術
的
な
仕
事
で
活
用
」
も

二
割
を
越
え
る
水
準
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
人
の
若
年
、
女
性
、

高
齢
者
と
対
比
す
れ
ば
、
元
々
、
外
国
人
労

働
者
を
活
用
す
る
予
定
が
な
い
事
業
所
が
多

数
派
で
あ
る
。
先
に
見
た
雇
用
状
況
は
、
こ

う
し
た
方
針
を
表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ

う
。

３
．
日
本
語
能
力

　

実
際
に
外
国
人
労
働
者
を
雇
う
場
合
、
当

然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
指
揮
・
命
令
を
中
心

と
し
て
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

重
要
と
な
っ
て
く
る
。
紙
幅
の
関
係
で
こ
こ

で
は
詳
し
く
述
べ
な
い
が
、
本
調
査
の
中
で
、

採
用
の
時
、
ど
の
よ
う
な
点
を
重
視
す
る
の

か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
外
国
人
の
社

員
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
一
割
の
事
業
所
が
、

「
日
本
語
能
力
」
と
回
答
し
て
い
た
。
指
摘

率
の
絶
対
的
な
水
準
と
し
て
は
決
し
て
高
い

数
値
で
は
な
い
が
、
複
数
回
答
で
尋
ね
た
項

目
の
中
で
は
、
ト
ッ
プ
の
指
摘
率
と
な
っ
て

い
た
。

　

で
は
実
際
に
「
外
国
人
を
活
用
し
て
い
る

（
活
用
し
た
こ
と
が
あ
る
）」
事
業
所
で
外

国
人
を
採
用
す
る
場
合
、
ど
の
程
度
の
日
本

語
能
力
を
求
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

点
を
こ
こ
で
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、

こ
こ
で
は
、
無
回
答
を
除
い
て
集
計
を
行
っ

て
い
る
。

（
１
）
話
す

　

日
本
語
を
話
す
こ
と
・
理
解
す
る
こ
と
に

関
し
て
は
、
専
門
的
な
内
容
の
理
解
か
ら
日

本
語
を
話
す
こ
と
は
不
要
ま
で
を
五
段
階
に

分
け
、
求
め
る
水
準
を
尋
ね
た
。
結
果
は
、

第
５
図
に
見
る
と
お
り
で
あ
る
。
全
般
的
に
、

求
め
る
「
話
す
」
能
力
の
水
準
は
高
い
。
約

八
割
が「
仕
事
上
必
要
な
日
本
語
を
話
せ
る
」

も
し
く
は「
仕
事
上
の
指
示
を
理
解
で
き
る
」

レ
ベ
ル
を
求
め
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
、「
仕
事
上
の
指

示
を
理
解
で
き
る
」
で
、ほ
ぼ
半
数
の
四
七
・

二
％
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、「
仕
事
上
必
要
な

日
本
語
（
専
門
的
な
用
語
を
含
む
）
を
話
せ

る
」（
三
二
・
三
％
）、「
日
常
会
話
が
で
き
る
」

（
一
六
・
五
％
）
と
続
い
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、「
日
本
語
を
話
せ
な
く
て
も
問
題
は
な

い
」
は
約
二
％
の
水
準
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

事
業
所
側
は
、「
話
す
」
こ
と
に
関
し
て
、

相
対
的
に
高
い
レ
ベ
ル
の
能
力
を
求
め
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
お
お
ま
か
に
、「
仕
事
上
、

正
確
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
レ

ベ
ル
」、「
一
般
的
、
簡
単
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
レ
ベ
ル
」、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ほ
ぼ
不
要
な
レ
ベ
ル
」
と
す

る
と
そ
れ
ぞ
れ
、
約
八
割
、
二
割
弱
、
四
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
み
る
、「
読
む
」、「
書
く
」
よ
り
も
ま

ず
「
話
し
て
、
複
雑
な
内
容
に
つ
い
て
の
意

思
疎
通
が
正
確
に
で
き
る
こ
と
」
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

（
２
）
読
む

　

日
本
語
を
読
む
こ
と
に
関
し
て
も
同
様
に
、

作
業
指
示
書
な
ど
専
門
的
な
内
容
の
理
解
か

ら
日
本
語
の
文
章
を
読
む
こ
と
は
不
要
ま
で

を
五
段
階
に
分
け
、
そ
の
水
準
を
尋
ね
た
。

結
果
は
、
第
６
図
に
見
る
と
お
り
で
あ
る
。

　

読
む
こ
と
に
関
し
て
求
め
る
能
力
も
、
相

対
的
に
高
い
と
言
え
よ
う
。「
日
本
語
の
作

業
指
示
書
（
専
門
的
な
用
語
を
含
む
）
を
読

め
る
」（
三
七
・
五
％
）
と
「
漢
字
を
読
め
る
」

（
一
六
・
八
％
）
で
、
過
半
数
と
な
っ
て
い

る
。「
ひ
ら
が
な
を
読
め
る
」
と
い
う
レ
ベ

ル
ま
で
含
め
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
九
割
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
日
本
語
が
読
め
な

く
て
も
問
題
は
な
い
」
と
い
う
揚
合
も
一
割

い
る
。

　
（
１
）
と
同
様
に
、「
日
本
語
の
作
業
指
示

書
を
読
め
る
」
を
「
仕
事
上
、正
確
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
」
も
っ
と
も
高
い

レ
ベ
ル
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
比
率
は
、
ほ
ぼ

四
割
と
な
る
。
あ
く
ま
で
も
相
対
的
に
で
は

あ
る
が
、「
話
す
」
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
よ
り

高
度
な
「
読
む
」
能
力
を
求
め
る
比
率
は
低

く
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
書
く

　

話
す
能
力
、
読
む
能
力
と
同
様
に
、
書
く

能
力
に
つ
い
て
も
尋
ね
た
結
果
が
、
第
７
図

で
あ
る
。
読
む
、
話
す
と
同
様
に
、
全
体
的

に
求
め
ら
れ
る
能
力
が
高
い
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
る
。

　
「
業
務
日
報
な
ど
を
書
け
る
」
と
い
う
高

第５図　日本語を話す能力（％、N=623）

仕事上必要な

日本語（専門

的な用語を含

む）を話せる

32.3%

仕事上の指示

を理解できる

47.2%

日常会話がで

きる

16.5%

あいさつ、買い

物ができる

1.8%

日本語を話せ

なくても問題は

ない

2.2%

第６図　日本語を読む能力（％、N=618）

第７図　日本語を書く能力（％、N=615）

日本語の作業

指示書（専門

的な用語を含

む）を読める

37.5%

漢字を読める

16.8%

漢字を少しは

読める

18.8%

ひらがなを読

める

16.8%

日本語が読め

なくても問題は

ない

10.0%

業務日報や介

護記録などを書

ける

30.4%

漢字を書ける

11.2%
漢字を少し書け

る

20.7%

ひらがなを書け

る

19.8%

日本語を書けな

くても問題はな

い

17.9%
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い
レ
ベ
ル
が
三
割
ほ
ど
と
な
っ
て
い
る
。「
漢

字
を
少
し
は
書
け
る
」
ま
で
含
め
る
と
、
全

体
の
六
割
を
越
え
て
い
る
。「
ひ
ら
が
な
を

書
け
る
」
を
加
え
れ
ば
、
全
体
の
八
割
強
が

書
く
能
力
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

書
く
能
力
を
問
わ
な
い
場
合
が
、
二
割
弱
と

な
っ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
高
度
な
「
業
務
日
報
な
ど
を
書

け
る
」
と
い
う
レ
ベ
ル
を
求
め
て
い
る
の
は
、

全
体
の
約
三
割
で
あ
る
。「
話
す
」、「
読
む
」

と
の
対
比
に
限
っ
て
言
え
ば
、「
書
く
」
能
力

は
も
っ
と
も
「
高
い
レ
ベ
ル
の
能
力
を
求
め

ら
れ
な
い
」
能
力
で
あ
る
。

４
． 

評
価
と
外
国
人
を
採
用
し
な
い
理

由

　

実
際
に
雇
用
し
た
外
国
人
の
行
っ
た
仕
事

に
対
す
る
評
価
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
そ
の
点
を
尋
ね
た
結
果
が
、
第
８
図

で
あ
る
。
日
本
語
能
力
の
場
合
と
同
様
、
無

回
答
を
除
い
て
、
集
計
し
て
い
る
。

　

肯
定
的
評
価
（「
期
待
以
上
」
＋
「
期
待

通
り
」）
が
、
全
体
の
約
三
分
の
二
に
達
し
、

全
般
的
に
良
好
な
評
価
と
な
っ
て
い
る
。
評

価
を
決
め
か
ね
る
と
い
う
回
答
も
約
二
割
あ

る
が
、明
確
に「
期
待
し
た
ほ
ど
で
は
な
か
っ

た
」
と
い
う
否
定
的
評
価
は
、
ほ
ぼ
一
五
％

の
水
準
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
評
価
と
な
る
理
由
の
一
つ
と
し

て
、
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、
元
々
、
現

時
点
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
外
国
人
労
働
者
の

能
力
レ
ベ
ル
が
一
定
程
度
以
上
で
あ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
こ
う
し
た

深
刻
な
不
況
の
中
で
も
、
能
力
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

こ
こ
ま
で
は
、
実
際
に
外
国
人
労
働
者
を

活
用
し
た
事
業
所
の
見
解
を
検
討
し
て
き
た

が
、
視
点
を
変
え
て
、
多
数
を
占
め
る
「
外

国
人
を
活
用
し
て
い
な
い
（
し
た
こ
と
が
な

い
）」
事
業
所
に
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
。

結
果
は
、
第
９
図
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

同
図
に
み
る
と
お
り
、
も
っ
と
も
多
か
っ

た
の
は
、「
日
本
人
だ
け
で
求
人
数
を
確
保
で

き
た
」
か
ら
で
あ
り
、
約
六
割
の
水
準
に
あ

る
。
第
二
位
以
下
の
回
答
は
約
二
割
と
、
指

摘
率
が
相
当
下
が
る
が
、
順
に
、「
人
事
労
務

管
理
な
ど
受
け
入
れ
体
制
が
未
整
備
だ
っ

た
」（
二
二
・
三
％
）、「
顧
客
な
ど
の
理
解
が

得
ら
れ
る
か
ど
う
か
不
安
だ
っ
た
」（
一
八
・

五
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

失
業
率
の
高
止
ま
り
傾
向
が
続
い
て
い
る

こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
う
し
た
回
答

も
あ
る
意
味
で
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

外
国
人
を
活
用
し
て
い
な
い
（
し
た
こ
と
が

な
い
）
事
業
所
は
、
そ
の
多
く
が
外
国
人
労

働
者
を
活
用
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

５
．
今
後
の
採
用
見
込
み

　

今
後
の
採
用
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
日
本

人
と
外
国
人
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
、
正
社
員
、

非
正
社
員
、
外
部
人
材
に
分
け
、
計
六
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
そ
の
結
果
は
、

第
10
図
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

図
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
お
お
ま
か
に

は
、
日
本
人
正
社
員
・
非
正
社
員
と
そ
れ
以

第８図　評価（％、N=493）

第９図　外国人労働者を活用してこなかった理由
（％、N=1796、M.A.）

第10図　今後の採用見込み（％、=2252）
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外
と
で
傾
向
が
異
な
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、

基
本
的
に
は
、「
現
状
維
持
す
る
」（
正
社
員
：

五
七
・
六
％
、
非
正
社
員
：
四
七
・
二
％
）

と
す
る
回
答
が
多
数
を
占
め
る
。
ま
た
「
増

加
さ
せ
る
」
が
一
〜
二
割
、「
削
減
す
る
」
は

約
一
割
、「
わ
か
ら
な
い
」
が
一
〜
二
割
と

な
っ
て
い
る
。

　

後
者
の
日
本
人
外
部
人
材
と
外
国
人
に
関

し
て
は
、「
わ
か
ら
な
い
」
と
の
回
答
が
五
〜

六
割
を
越
え
る
水
準
に
あ
る
。
ま
た
「
現
状

維
持
す
る
」
が
共
通
し
て
一
割
台
と
な
っ
て

い
る
が
、「
日
本
人
外
部
人
材
」
の
み
は
、「
削

減
す
る
」
が
一
割
を
越
え
て
い
る
。
各
カ
テ

ゴ
リ
ー
共
に
、「
増
加
さ
せ
る
」
と
い
う
方
針

は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

あ
く
ま
で
も
相
対
的
に
で
は
あ
る
が
、
前

者
の
日
本
人
正
社
員
・
非
正
社
員
に
関
し
て

は
、
あ
る
程
度
計
画
的
な
採
用
が
見
ら
れ
る

一
方
で
、
後
者
の
日
本
人
外
部
人
材
と
外
国

人
に
関
し
て
は
、
そ
の
時
の
状
況
に
応
じ
て

対
処
す
る
傾
向
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

６
．
企
業
概
要

　

本
調
査
で
対
象
と
し
た
事
業
所
の
、業
種
・

規
模
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。

　

業
種
に
関
し
て
は
、「
卸
売
・
小
売
業
」
が

も
っ
と
も
多
く
、
三
八
・
八
％
を
占
め
て
い

た
。
次
点
が
、「
製
造
業
（
消
費
者
、
素
材
、

機
械
関
連
以
外
）」
の
一
二
・
八
％
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
二
つ
で
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て

い
る
。

　

従
業
員
数
の
平
均
は
、
一
三
七
・
六
人
で

あ
る
。
内
訳
は
、
正
社
員
七
一
・
三
人
、
非

正
社
員
六
九
・
一
人
、
外
部
人
材
（
派
遣
労

働
者
、
請
負
社
員
）
六
・
七
人
で
あ
る
。

　

ま
た
、平
均
の
外
国
人
数
は
、全
体
で
二
・

二
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
、
正
社
員
は
〇
・

五
人
、
非
正
社
員
は
一
・
九
人
で
あ
る
。

７
．
ま
と
め

　

現
時
点
で
、
外
国
人
労
働
者
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
所
は
約
二
割
に
す
ぎ
な
い
。
今
後

の
活
用
も
考
え
て
い
な
い
事
業
所
が
、
約
三

分
の
二
に
の
ぼ
る
。
外
国
人
を
活
用
し
な
い

理
由
の
第
一
位
は
「
日
本
人
だ
け
で
求
人
数

を
確
保
で
き
た
か
ら
」
と
な
っ
て
お
り
、
あ

え
て
手
間
や
コ
ス
ト
を
か
け
て
ま
で
外
国
人

労
働
者
を
雇
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
が
多

く
の
事
業
所
の
意
識
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

外
国
人
労
働
者
を
雇
う
場
合
に
は
、
一
定
程

度
以
上
の
日
本
語
能
力
を
求
め
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
が
今
後
す
ぐ
さ
ま
変
わ
っ
て
い

く
と
は
考
え
に
く
い
が
、
ご
く
わ
ず
か
な
が

ら
、
外
国
人
に
つ
い
て
正
社
員
や
非
正
社
員

で
の
雇
用
、
そ
し
て
、
専
門
的
・
技
術
的
な

仕
事
で
の
活
用
を
考
え
て
い
る
事
業
所
も
存

在
す
る
。
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
を
考
え
る

際
に
は
、
こ
う
し
た
少
数
の
事
業
所
が
、
ど

う
い
っ
た
業
種
や
規
模
で
あ
る
の
か
を
考
察

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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